
(1） 第222号 か い け 昭和56年7月1日 あ
 

報
 

広
 

Irn

発行所 赤池町役場 編集 総務課 文書広報係 合（代表）2004 

印刷所 赤 池 印 刷 毎月 1 回発行 

町 の 人 口 

人 口 9,536 人 （増16) 

男 4,558 人 （増10) 

女 4,978 人 （増6) 

世帯数 3,109世帯（増16) 

出生 7人 転入 64人 

死亡 10人 転出 45人 

(56年5月末日現在） 

）内は前月との増減 
ノ

ー

 

7
月
 21 

日
『
町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
』
 

大
人
・
小
人
 
ー
人
1
0
0
円
 

真
夏
を
む
か
え
、
今
年
も
い
よ
い
よ
 

七
月
二
十
一
日
（
火
）
か
ら
町
民
プ
ー
ル
 

が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
す
。
 

プ
ー
ル
は
、
毎
日
午
前
十
時
か
ら
午
 

後
六
時
ま
で
開
放
さ
れ
て
お
り
、
入
場
 

料
は
、
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
幼
児
用
プ
ー
 

ル
と
も
一
人
一
〇
〇
円
（
二
時
間
）
で
 

す
。
二
時
間
を
超
え
た
と
き
は
、
 
一
時
 

間
に
つ
き
五
〇
円
の
追
加
料
金
を
い
た
 

だ
き
、
超
過
時
間
十
五
分
以
上
は
、
 
一 

時
間
と
し
て
計
算
し
ま
す
。
入
場
の
時
 

は
必
ず
入
場
券
を
提
示
し
て
入
場
し
、
 

10 

時
ー
 18 

時
 

退
場
の
と
き
は
入
場
券
を
返
却
し
て
下
 

さ
い
。
 

※
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
 

⑨
五
〇
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
は
、
水
深
が
 

一
・
三
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
子
供
は
危
険
 

で
す
。
こ
の
た
め
未
就
学
の
子
供
の
利
 

用
は
出
来
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
小
学
児
童
が
使
用
す
る
場
合
 

は
、
必
ず
大
人
の
父
兄
、
ま
た
は
学
校
 

教
師
、
少
年
団
体
の
指
導
者
等
の
同
伴
、
 

も
し
く
は
引
卒
の
あ
る
場
合
の
ほ
か
は
 

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
 

⑥
子
供
プ
ー
ル
は
、
未
就
学
の
 

子
供
が
利
用
す
る
場
合
は
、
大
 

人
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。
 

⑥
伝
染
病
に
か
か
っ
て
い
る
人
、
 

酒
を
飲
ん
で
の
利
用
は
出
来
ま
 

せ
ん
。
 

⑥
浮
袋
な
ど
の
遊
具
の
持
ち
込
 

み
は
、
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
 

⑥
危
険
な
遊
び
具
や
他
人
の
迷
 

惑
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
持
込
 

み
禁
止
で
す
。
 

⑥
不
必
要
な
貴
重
品
は
も
っ
て
 

こ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

⑨
そ
の
他
、
プ
ー
ル
勤
務
者
の
 

指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。
 

峯
 
業
 
W一 

業
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W一 

業
 
業
 
業
 
業
 
業
 
業
 

歯みがき大会 
＝一 

に250人が参加 

健康づくり歯みがき大会 

赤池町健康づくり推進協議会・赤池町子供会育成連絡協議会 

主催の第11回健康づくり歯みがき大会は6月7 日（日）、午前9 

時から町同和対策中央研修所において、250 人のチビッコた 

ちが参加して行なわれました。 

この大会は、毎年歯の衛生週間にちなみ、田川歯科医師会・ 

衛生士会の協力のもとで、青少年に正しい歯の知識と予防処置の徹底をはかり、健康づくりの意 

識を高めることを目的として行われており、今年で11回を数えます。 

なお、参加者全員の検診の結果、次の10人が、優良な歯の持ち主として入選し、3人に特別賞 

が田川歯科医師会から贈られました。 

〔入選者〕 

レ大迫愛（園児）ン風呂和男（園児）ン長谷川そのか（小1)ン市川晶子（小2 )レ瓜生田亜 

希（小3 )ン長谷川あすか（小3 )ン藤剛人（小4 )ン吉田和由（小6 )ン梶原悠子（小6 )レ 

市川寿裕（小6 ) 

〔特別賞〕 、ノ 
《b 休

 
、ノ 

】hu HJ く
 



け
 

パ
ー
ト
と
B

パ
ー
ト
に
わ
か
れ
熱
戦
が
 

あ
 

報
 

広
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町
民
軟
式
野
球
大
会
 

組
み
合
わ
せ
決
ま
る
 

7
月
5

日
・
 
12 

日
・
 
19 

日
 

赤
池
町
体
育
協
会
主
催
、
赤
池
町
軟
 

式
野
球
連
盟
主
幹
、
赤
池
町
公
民
館
後
 

援
に
よ
る
第
五
回
町
民
軟
式
野
球
大
会
 

が
七
月
五
日
、
士
一
日
、
十
九
日
の
各
 

日
曜
日
三
回
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
大
会
は
、
各
地
区
よ
り
十
九
チ
 

ー
ム
が
す
で
に
登
録
を
し
て
お
リ
、
A
 

展
開
さ
れ
ま
す
。
 

各
地
区
の
組
み
合
わ
せ
は
次
の
と
お
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

【
女
子
チ
ー
ム
の
開
会
式
か
ら
・
市
場
小
体
育
館
】
 

防ごう非行 
助けよう立ち直り 

さ 会を明るくする運動」始まるう 

第31回“社会を明るくする運動”が7月1日から1カ 

月間、法務省の主唱によリ全国で行われます。 

この運動は、犯罪の防止と罪を犯した人たちの更生に 

ついて国民すべてが力を合わせ、明るい社会を築くこと 

を目的としています。 

最近の少年非行は増加の一途をたどリ、学校内や家庭 

内暴力など非行の低年齢化が進んでいます。とくに、シ 

ンナー、覚せい剤、薬物乱用事件、暴走族による暴力事 

件等悪質化し、重大事件の原因となっています。 

また夏休みは、学校生活から解放されて、非行への芽 

生えが始まる季節です。警察庁の調査によると、14歳か 

ら16歳の年齢層が少年非行の実に6割を占めています。 

なかでも女子の非行が急増しており、増加率では男子 

のほぽ2 倍という高い数字を示しているのです。 

そこで今年の運動の重点目標は「住民の連帯による青 

少年の非行防止と更生の援助」 に置かれました。 

犯罪予防や罪を犯した人の更生には、地域社会の温か 

い協力が欠かせません。 

PTA や青年団などの地域の人びとを主体とする活動 

を組織的に行い、犯罪のない明るい社会をみんなの力で 

築きましょう。 

赤池町保護司会 赤池町更生保護婦人会 

A パート 

7月5 日 ①②③④球 場 

7 月12日 ⑤⑥⑦⑧中学校 

7月19日 ⑨⑧ 球 場 

B ノ《ート 

7月5 日 ①②③④中学校 

7 月12日 ⑤⑥⑦ 球 場 

7 月19日 ⑧⑧ 球 場 

優勝戦 
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20 

支
所
野
・
 
10 

支
所
好
優
勝
 

I
ー
、
、
 

ノI
ー
、
 

第
 15 

回
町
民
バ
督
ル
大
会
 

赤
池
町
体
育
協
会
主
催
の
第
十
五
回
 

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
六
月
十
 

四
日
（
日
）
午
前
九
時
か
ら
町
民
会
館
（
 

男
子
）
と
市
場
小
学
校
体
育
館
（
女
子
 

）
で
行
わ
れ
、
男
子
は
二
十
支
所
、
女
 

子
は
十
支
所
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
飾
り
 

ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〔
男
子
〕
ー
 

「

ー

 

20 

支
 
所
 

婦

●

 0
一 

18 

支
 
所
 

2
0
 

or 

1
0
 

斎板屋 

下
戦
勝
 
r1 

3
 
支
 
所
 

14
 

支
所
（
男
●
女
）
が
優
勝
 

老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

五
月
三
十
一
日
（
日
）
、
赤
 

池
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
 

赤
池
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
な
 

わ
れ
、
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
 

か
ら
男
子
9

チ
ー
ム
、
女
子
 

7
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
頃
 

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
 

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
老
人
 

ク
ラ
ブ
の
親
睦
と
、
ゲ
ー
ト
 

ニ
、
駿
鵬
 

ボ
ー
ル
を
一
層
盛
ん
に
し
よ
 

【
和
気
あ
い
あ
い
で
楽
し
む
お
年
よ
リ
た
ち
】
 

〔
女
子
〕
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支

所

 

14 

支

所

 

支

所

 

支

所

 

支

所

 

う
と
催
さ
れ
た
も
の
で
、
今
 

年
か
ら
年
一
回
開
催
さ
れ
る
 

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
男
子
】
 

優
勝
廿
十
四
支
 

所
 
準
優
勝
廿
十
八
支
所
 

初
優
勝
の
喜
び
の
声
（
女
子
）
 

私
達
十
支
所
チ
ー
ム
が
バ
レ
ー
ボ
ー
 

ル
を
始
め
て
七
年
目
で
念
願
の
優
勝
を
 

し
ま
し
た
。
優
勝
の
瞬
間
は
、
ま
る
で
 

夢
の
よ
う
で
、
思
わ
ず
涙
が
出
る
ほ
ど
 

感
激
し
ま
し
た
。
 

七
年
間
一
度
も
伏
原
チ
ー
ム
に
は
勝
 

て
ず
、
涙
を
の
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
 

そ
の
伏
原
チ
ー
ム
に
決
勝
戦
で
勝
て
た
 

こ
と
が
、
コ
ー
チ
、
メ
ン
バ
ー
全
員
の
 

大
き
な
喜
び
で
す
。
 

（
十
支
所
キ
ャ
プ
テ
ン
）
福
原
俊
子
 

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

 

赤
池
A

チ
ー
ム
が
優
勝
 

郡
婦
人
親
善
バ
加
H
ル
大
会
 

六
月
七
日
、
糸
田
町
・
金
田
町
の
町
 

民
会
館
に
お
い
て
、
田
川
郡
社
会
体
育
 

振
興
協
会
の
主
催
に
よ
り
、
第
十
回
の
 

婦
人
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
に
は
、
田
川
郡
内
八
ケ
町
 

村
よ
り
二
十
ー
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
 

四
つ
の
パ
ー
ト
に
別
れ
て
技
を
競
い
ま
 

し
た
が
、
赤
池
A
チ
ー
ム
は
D

パ
ー
ト
 

の
部
で
見
事
優
勝
。
赤
池
B
チ
ー
ム
は
 

善
戦
む
な
し
く
一
勝
一
敗
で
し
た
。
 

〇
赤
池
④
2
 

〇
赤
池
④
2
 

〇
赤
池
④
2
 

（
撚
Y
鯖田） 

曾「）0
霜田） 

乃
 
51
 

)0
秋
桜
 

【
女
子
】
 

優
勝
廿
十
四
支
 

所
 
準
優
勝
廿
十
一
支
所
 

な
お
、
優
勝
チ
ー
ム
十
四
 

支
所
は
、
郡
大
会
に
出
場
し
、
 

三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
 

◆
 
◆
 
◆
 
◆
 
◆
 

ふ
る
さ
と
ク
 11 

ー
ン
作
戦
ノ
 

空
カ
ン
回
収
を
実
施
 

ー
町
商
工
会
青
年
部
ー
 

六
月
七
日
（
日
）
、
赤
池
町
商
工
会
青
 

年
部
（
大
島
勇
夫
部
長
・
部
員
三
十
一
一
 

人
）
の
メ
ン
バ
ー
が
ク
ふ
る
さ
と
ク
リ
 

ー
ン
作
戦
ク
運
動
の
一
環
と
し
て
、
町
 

内
道
路
沿
線
の
空
カ
ン
拾
い
を
行
い
ま
 

し
た
。
 

こ
の
日
は
午
前
八
時
ご
ろ
か
ら
軽
ト
 

ラ
ッ
ク
な
ど
五
台
の
車
に
分
乗
し
て
空
 

カ
ン
回
収
を
開
始
。
五
台
の
空
カ
ン
回
 

収
車
の
荷
台
は
見
る
間
に
一
杯
に
な
リ
、
 

あ
ら
た
め
て
空
カ
ン
の
投
げ
捨
て
の
多
 

ノ
 

い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
町
内
の
美
化
 

【
五
台
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
と
も
空
カ
ン
の
山
】
 

* 和
名
 
文
月
（
ふ
み
づ
き
）
 

書
物
の
虫
ぽ
し
を
す
る
こ
と
か
ら
、
 

文
書
を
ひ
ろ
げ
月
文
月
と
な
ま
っ
た
も
 

の。 1
日
（
水
）
 

国
民
安
全
の
日
 

4
日
（
土
）
 

米
国
独
立
記
念
日
 

5
日
（
日
）
 

町
民
軟
式
野
球
大
会
 

7
日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
」
『
ノ
タ
m
) 

日
本
脳
炎
（
附
陶
細
餓
）
 

七
タ
・
小
暑
 

10 

日
（
金
）
 

国
土
建
設
週
間
始
ま
る
 

11 

日
（
土
）
養
命
大
学
（
w
m
鋼
繊
）
 

12 

日
（
日
）
 

町
民
軟
式
野
球
大
会
 

14 

日
（
火
）
 

日
本
脳
炎
（
附
陶
鋼
獣
）
 

15 

日
（
水
）
 

孟
蘭
盆
 

仏
教
講
演
会
（
w
闘
声
タ
m
) 

16 

日
（
木
）
 

や
ぶ
入
り
 

17 

日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
タ
m
) 

乳
幼
児
学
級
（
w
m
駒
餓
）
 

18 

日
（
土
）
 

勤
労
青
少
年
の
日
 

19 

日
（
日
）
 

町
民
軟
式
野
球
大
会
 

20
 

日
（
月
）
乳
児
保
嘉
談
（
附
陶
細
獣
）
 

土
用
・
海
の
記
念
日
 

21 

日
（
火
）
 

三
種
混
合
（
町
陶
鋼
獣
）
 

22 

日
（
水
）
 

土
用
の
丑
 

23 

日
（
木
）
 

大
暑
 

0

一 
1
一、 

25 

日
（
土
）
養
命
大
学
（
W
肌
細
厳
）
 

26 

日
（
日
）
 

婦
人
学
級
（
w
皿
鋼
織
）
 

27 

日
（
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
声
伽
）
 

ノ 

を
よ
り
進
め
る
た
め
に
、
次
回
実
施
の
 

折
に
は
、
町
内
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
 

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

ー

！

!

!

!

 

秀
作
賞
に
 

」
 

」
 

」
 

」
 

」
 

一
 

一
 

寺
田
翠
蓮
さ
ん
 

日
太
』
青
道
美
術
館
展
は
、
 

技
の
練
度
に
よ
っ
て
左
右
 

さ
れ
が
ち
な
従
来
の
審
査
 

の
あ
リ
方
を
、
 

「
大
衆
か
 

ら
も
容
易
に
理
解
出
来
る
 

書
」
を
前
提
と
し
た
個
性
 

豊
か
な
気
品
の
高
い
作
品
 

を
選
出
す
る
た
め
、
専
門
 

家
と
学
識
経
験
者
同
数
に
 

よ
リ
、
書
道
展
審
査
に
前
 

例
の
な
い
公
開
審
査
を
実
 

施
し
て
、
厳
正
公
平
を
期
 

し
て
い
ま
す
。
 

注
目
の
公
開
審
査
は
、
去
る
五
月
十
 

五
日
行
わ
れ
、
翠
畔
書
道
会
は
出
品
者
 

全
員
が
入
賞
・
入
選
と
い
う
好
成
績
で
 

し
た
。
な
お
、
授
賞
式
は
七
月
四
日
、
 

東
京
帝
国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

〇
秀
作
賞
 
寺
田
翠
蓮
 

〇
二
部
入
選
 
添
谷
翠
泉
、
久
原
芝
翠
、
 

稲
垣
翠
柳
、
長
谷
川
琴
弄
（
敬
称
略
）
 

赤
池
町
農
業
委
員
会
 

一
般
選
挙
投
票
日
 

⑥
7
月
 17 

日
岡
 
7
時
ー
 18 
時
 

ーr 

り
で
す
C
 

、
一
 

ー

一

 

一
 


